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九
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衆
議
院
議
員
近
江
巳
記
夫
君
提
出
建
設
関
連
資
材
の
価
格
抑
制
の
た
め
の
緊
急
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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三 

 
衆
議
院
議
員
近
江
日
記
夫
君
提
出
建
設
関
連
資
材
の
価
格
抑
制
の
た
め
の
緊
急
対
策
に
関
す
る
質 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1 

棒
鋼
に
つ
い
て
は
、
本
年
三
月
末
日
の
仲
間
相
場
三
万
三
千
五
百
円
が
、
九
月
五
日
に
は
四
万
九
千
円

に
、
Ｈ
形
鋼
に
つ
い
て
は
、
三
月
末
日
の
五
万
三
千
五
百
円
が
、
九
月
五
日
に
は
六
万
三
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ

上
昇
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
昭
和
六
十
年
秋
以
降
低
迷
し
て
い
た
鋼
材
価
格
が
、
堅
調
な
国
内
需
要
、
電

炉
業
の
夏
期
減
産
等
を
背
景
と
し
て
回
復
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

木
材
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
以
降
長
期
に
わ
た
り
低
迷
し
て
い
た
価
格
が
最
近
上
昇
し
た
原
因
と

し
て
、 

①
住
宅
着
工
の
大
幅
な
増
加
等
を
反
映
し
て
、
木
材
需
要
が
旺
盛
な
こ
と 



2 

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
二
年
法

律
第
五
十
四
号
。
以
下｢
独
占
禁
止
法｣

と
い
う
。)

に
違
反
す
る
事
業
者
の
競
争
制
限
的
な
行
為
に
よ
つ
て
、

公
正
か
つ
自
由
な
競
争
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
監
視
及
び
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

経
済
企
画
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
物
価
の
安
定
基
調
を
維
持
し
て
い
く
よ
う
常
に
努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
と
も
、
物
価
動
向
に
細
心
の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
各
省
庁
等
と
も
緊
密
な
連
絡
を
取
り

つ
つ
、
引
き
続
き
物
価
安
定
の
た
め
に
一
層
の
努
力
を
払
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

③
流
通
段
階
に
お
い
て
在
庫
手
当
て
を
増
加
さ
せ
る
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と 

②
外
材
の
産
地
価
格
の
大
幅
な
上
昇
に
よ
つ
て
、
そ
の
輸
入
価
格
が
上
昇
に
転
じ
て
い
る
こ
と 

等
が
考
え
ら
れ
る
。 

農
林
水
産
省
で
は
、
従
来
か
ら
主
要
木
材
の
需
給
動
向
等
の
把
握
及
び
需
要
に
対
応
し
た
円
滑
な
供
給
を 

四 

 



図
る
た
め
の
関
係
業
界
に
対
す
る
指
導
並
び
に
財
団
法
人
日
本
木
材
備
蓄
機
構
を
通
じ
た
木
材
の
需
給
、
価

格
等
に
関
す
る
情
報
収
集
及
び
提
供
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
近
に
お
け
る
木
材
価
格
の
上
昇

に
対
処
す
る
た
め
、
更
に
需
要
に
見
合
つ
た
安
定
的
な
輸
入
、
生
産
及
び
流
通
の
確
保
等
が
図
ら
れ
る
よ
う

関
係
業
界
に
対
す
る
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
に
お
い
て
、
ひ
の
き
の
生
産
及
び
販
売
の
前

倒
し
を
行
う
等
需
要
の
動
向
に
応
じ
た
適
切
な
生
産
及
び
販
売
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型

わ
く
用
合
板
の
一
部
地
域
に
お
け
る
需
給
の
ひ
つ
迫
等
に
対
処
す
る
た
め
、
財
団
法
人
日
本
木
材
備
蓄
機
構

が
備
蓄
し
て
い
る
合
板
の
売
渡
し
を
行
う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

通
商
産
業
省
で
は
、
最
近
の
棒
鋼
等
建
設
資
材
の
需
給
動
向
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ま
で
も
生
産
動
向
、
在

庫
状
況
等
の
把
握
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
こ
の
度
省
内
に
「
公
共
事
業
関
連
物
資
需
給
等

対
策
委
員
会
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
通
商
産
業
局
も
活
用
し
た
末
端
の
需
給
動
向
等
の
調
査
を
行
つ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
関
係
業
界
に
対
し
、
需
要
に
対
応
し
た
円
滑
な
供
給
の
確
保
に
努
め
、
不
品
足 

五 

 



二
に
つ
い
て 

2 

公
正
取
引
委
員
会
と
し
て
は
、
独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
事
業
者
の
競
争
制
限
的
な
行
為
に
よ
つ
て
、
公 

1 

鋼
材
に
つ
い
て
は
、
買
占
め
及
び
売
惜
し
み
の
状
況
が
み
ら
れ
る
か
を
も
含
め
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査

を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

や
不
当
な
価
格
形
成
が
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
べ
き
旨
の
要
請
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

建
設
省
で
は
、
主
要
建
設
資
材
の
時
期
別
の
需
要
見
通
し
等
を
行
い
、
こ
れ
に
対
応
し
た
供
給
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
関
係
省
庁
等
と
の
連
絡
調
整
、
情
報
交
換
を
行
つ
て
お
り
、
特
に
今
年
度
は
建
設
資
材
の
供
給
に

係
る
関
係
省
庁
に
対
し
て
、
品
不
足
や
不
当
な
価
格
形
成
を
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
関
係
資
材
業
界
へ
の

特
段
の
指
導
方
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

木
材
に
つ
い
て
は
、
最
近
に
お
け
る
生
産
及
び
出
荷
の
動
向
等
か
ら
み
て
、
買
占
め
及
び
売
惜
し
み
の
事

実
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

六 

 



三
に
つ
い
て 

1 

鋼
材
に
つ
い
て
の
最
近
の
動
向
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

生
産
量
に
つ
い
て
は
、
統
計
数
字
が
得
ら
れ
る
最
新
の
時
点
で
あ
る
本
年
七
月
で
み
る
と
、
棒
鋼
百
二
万

ト
ン
、
Ｈ
形
鋼
二
十
九
万
ト
ン
と
な
つ
て
い
る
。 

輸
出
量
に
つ
い
て
は
、
棒
鋼
で
は
昨
年
夏
以
降
大
幅
に
減
少
を
続
け
、
本
年
七
月
で
は
前
年
同
月
の
二
十

四
万
ト
ン
か
ら
わ
ず
か
一
万
ト
ン
と
な
つ
て
お
り
、
一
方
Ｈ
形
鋼
で
は
本
年
七
月
は
前
年
同
月
に
比
べ
お
お 

棒
鋼
等
の
主
原
料
で
あ
る
鉄
く
ず
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
本
年
八
月
か
ら
上
昇
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
九

月
に
入
り
メ
ー
カ
ー
買
値
は
ト
ン
当
た
り
一
万
五
千
円
と
な
つ
て
い
る
。 

正
か
つ
自
由
な
競
争
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
監
視
及
び
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
事
件
の
端
緒
と
な
る
事
実
に
接
し
た
場
合
に
は
、
所
要
の
調
査
を
行
い
、
同
法
に
違
反
す
る
事
実
が
認

め
ら
れ
れ
ば
厳
正
に
対
処
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

七 

 



2 

木
材
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
統
計
情
報
部
の
調
査
等
に
よ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

木
材
の
丸
太
価
格
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
頃
か
ら
上
昇
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
合
板
用
ラ
ワ
ン
に
つ
い

て
は
、
本
年
八
月
時
点
で
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
二
万
九
千
六
百
円
と
、
本
年
三
月
の
二
万
五
千
百
円

か
ら
十
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。 

む
ね
横
ば
い
の
八
万
ト
ン
と
な
つ
て
い
る
。 

輸
入
量
に
つ
い
て
は
、
棒
鋼
、
Ｈ
形
鋼
と
も
低
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
本
年
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
累

計
で
み
る
と
、
棒
鋼
で
約
六
百
ト
ン
、
Ｈ
形
鋼
で
約
三
万
七
千
ト
ン
と
な
つ
て
い
る
。 

在
庫
に
つ
い
て
は
、
最
近
減
少
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
本
年
七
月
で
み
る
と
、
棒
鋼
は
五
十
四
万
ト
ン
、

Ｈ
形
鋼
二
十
七
万
ト
ン
と
な
つ
て
い
る
。 

な
お
、
今
後
の
生
産
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
外
材
の
産
地
価
格
が
上
昇
し
、
本
年
八
月
時
点
で
、
米
ツ
ガ
丸
太
千
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
当
た
り
六
百 

八 

 



木
材
の
工
場
段
階
で
の
在
庫
量
に
つ
い
て
は
、
活
発
な
荷
動
き
か
ら
減
少
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
本
年
七

月
時
点
で
、
製
材
品
百
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル(
対
前
年
同
月
比
九
十
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト)

、
普
通
合
板
三

千
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル(

同
六
十
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト)
と
な
つ
て
い
る
。 

木
材
の
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
増
加
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
本
年
七
月
で
は
、
製
材
品
二
百
六
十
七
万
立

方
メ
ー
ト
ル
（
対
前
年
同
月
比
百
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
普
通
合
板
一
億
三
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
同
百

七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
つ
て
い
る
。 

木
材
の
輸
入
量
に
つ
い
て
も
急
増
し
て
お
り
、
本
年
七
月
で
は
、
製
材
品
六
十
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル
（
対

前
年
同
月
比
百
二
十
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
普
通
合
板
一
千
五
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル(

同
二
百
六
十
四
・
四

パ
ー
セ
ン
ト)

と
な
つ
て
い
る
。 

五
十
五
ド
ル
、
合
板
用
ラ
ワ
ン
丸
太
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
百
六
十
ド
ル
と
な
つ
て
い
る
。 

木
材
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
外
材
の
輸
入
動
向
等
に
も
よ
る
が
、
今
後
と
も
、
需
要
に
見
合
つ
た
安
定
的 

九 

 



四
に
つ
い
て 

木
材
に
つ
い
て
は
、
需
要
に
見
合
つ
た
輸
入
、
生
産
及
び
流
通
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
、
木
材

需
給
が
ひ
つ
迫
し
、
価
格
が
著
し
く
高
騰
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
財
団
法
人
日
本
木
材
備
蓄
機
構
が
備
蓄
し

て
い
る
木
材
の
売
渡
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
セ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
安
価
な
輸
入
品
の
増
加
等
に
よ
り
価
格
が
低
下
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
砂 

利
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
問
題
と
な
る
よ
う
な
動
き
は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
既
に
関
係
業
界
に
対
し
、
品
不
足
や
不
当
な
価
格
形
成
が
起
き
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す 

鋼
材
に
つ
い
て
は
、
既
に
関
係
業
界
に
対
し
、
品
不
足
や
不
当
な
価
格
形
成
が
起
き
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十

分
配
慮
す
べ
き
旨
の
要
請
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
通
商
産
業
省
に
お
け
る
調
査
結
果
等
も
踏
ま 

え
、
今
後
と
も
需
要
に
見
合
つ
た
供
給
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

な
生
産
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

一

 



五
に
つ
い
て 

べ
き
旨
の
要
請
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
品
目
に
つ
い
て
も
、
通
商
産
業
省
内
に
設
置
し
た

｢

公
共
事
業
関
連
物
資
需
給
等
対
策
委
員
会｣

や
通
商
産
業
局
も
活
用
し
た
末
端
の
需
給
動
向
等
の
調
査
等
を
通

じ
、
今
後
と
も
価
格
動
向
等
を
十
分
注
視
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

現
在
の
全
般
的
な
物
価
動
向
及
び
建
設
関
連
資
材
の
価
格
上
昇
の
状
況
か
ら
み
て
、
生
活
関
連
物
資
等
の
買

占
め
及
び
売
惜
し
み
に
対
す
る
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号)

及
び
国
民
生
活

安
定
緊
急
措
置
法(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
二
十
一
号)

を
発
動
す
べ
き
状
況
に
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

今
後
、
事
態
の
推
移
に
応
じ
、
個
別
の
各
種
資
材
に
つ
い
て
の
行
政
上
の
諸
措
置
を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
が
、
仮
に
物
価
の
一
般
的
高
騰
、
買
占
め
又
は
売
惜
し
み
に
よ
る
建
設
関
連
資
材
の
異
常
な
価
格

上
昇
等
の
事
態
が
起
こ
り
、
右
二
法
の
発
動
の
要
件
を
備
え
る
よ
う
な
状
況
に
至
つ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の

発
動
を
も
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。 

一
一 

 



 

一

右
答
弁
す
る
。 




